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花いっぱい
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http://www.ed.city.hioki.kagoshima.jp/~izaku/blogn261/blognplus/ 笑顔いっぱい
–伊作小ブログでは，学校の様子がさらにたくさんご覧いただけます— 児童数 ２４６名 ℡ 099-296-2021

日新公いろは歌かるた取り大会

１月１８日（土）に行われた大会に，本校からも３６名の児童が参
加しました。他校の友達と緊張感をもって対
戦する刺激は成長にとって必要なこと。これ
をきっかけに，郷土のよさをまた一つ味わう
よい経験になったと思います。
１・２年の部 優勝（２年）福永 凜さん
５・６年の部 優勝（６年）鎌田真綾さん

３位（６年）有馬惟織さん

第２回学校評議員会

１２月２０日(金)に，第２回学校評議員会を実施しました。会議

でいただいたご質問やご意見を参考に，今後もよりよい伊作小学

校づくりに取り組んでまいります。

【評議員からの意見】

・ 登下校の送迎時に正門前で乗降していて危険であるが，早

めに対応をしたほうがよい。

・ うがい，手洗い，マスク着用などの指導を確実にしてほし

い。

・ 児童の健康については，親の務めとして，保護者が，朝，

しっかりと観察をして対応すべきである。身だしなみ，ボタ

ンやポケットのほつれ等に対しても気になる児童がいる。

・ ＰＴＡの発表や活動充実にしても，陸上記録会での長縄跳

び優勝にしても，学校が外部へ活躍を発信することはたいへ

んよいことであり，うれしく思う。教職員も児童も伊作小と

しての誇りをもっていただきたい。

・ 小学校のうちに学校と保護者の信頼関係をしっかり築き，

中学校での教職員と保護者の良好な関係づくりがスムーズに

行われるようにしてほしい。

・ 教育活動の充実と発信力の向上で伊作ブランドの確立を目
指したい。

インフルエンザの予防・感染拡大防止に御協力を！
◎ 生活・保健面で，特に注意していただきたいこと

【手洗い・うがい・早めのマスク】
⑴ 手洗い(石けんを使って)，うがい，部屋の換気をこまめに行い，十分な
栄養と睡眠をとり，規則正しい生活をさせてください。
⑵ 微熱の症状が出た時には，無理に登校させず，すぐに病院で診察を
受けてください。
⑶ 人混みや繁華街への外出は，極力控えるようにしてください。やむ
を得ない場合は，必ずマスクを着用するようにしてください。

◎ インフルエンザに感染した場合
⑴ 発症の翌日から最低５日間は出席停止です。登校を控えてください。
⑵ 加えて，５日間の停止期間内に，または停止期間終了後も熱が続く
場合は，解熱後の翌日から２日間まで出席停止です。

１月２５日(土) 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開(日吉老人福祉センター)
３０日(木) ＣＲＴ学力検査１日目(国語・理科)
３１日(金) ＣＲＴ学力検査２日目(社会・算数)

２月 ２日(日) ＰＴＡ奉仕作業(亀丸城跡清掃)
ステージドリルショー（金管バンド出演）伊集院文化会館

３日(月)～７(金) いじめ問題を考える週間
６日(木) 吹上中学校入学説明会(６年)

１３日(木) 校内カルタ取り大会
１４日(金) クラブ活動見学
１７日(月)～２１日(金) 校内読書週間
１９日(水) 第３回学校保健委員会
２０日(木) 新入児一日入学(新１年生保護者説明会)
２２日(土) 金管バンド定期演奏会（予定）

ＰＴＡ奉仕作業

日時：２月２日（日）
８時～ 10 時

場所：亀丸城跡
＊ 主に落ち葉集め
です。

＊ 乗り合わせでお
越しください。

※ ご協力をよろし
くお願いします。
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１・２年生は「食に関
する指導」，５年生は「厳
浄寺保育園児との交流」，
６年生は「租税教室」。
今月も充実しています。

校長余談「成人式」
１月３日は日置市の成人式。地域

代表の４人が新成人の自覚と抱負を
立派に述べた。特に，これまでの周
囲の励ましや支えに対する感謝の言
葉が私の心を熱くした。

40 年前，学生だった私は，セー
ターにコートを引っかけて日吉町の
公民館に駆けつけた。ふと三つ揃い
の背広で身を包んだ２人の男性に目
を奪われた。彼らは中学卒業を機に
都会に就職した。既に自立し，雄々
しい姿がまぶしかった。学生で居る
自分の稚心を恥じ，気合いを入れた。
私は，伊集院駅で集団就職列車を

見送った最後の年代だったと思う。
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